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主義時代の国体（body politic）のヴィジョンを提示したが, 人間の身体に喩えられたこの国家から, 人
種・ジェンダーの最下層に位置づけられたアフリカ系アメリカ人女性の身体は排除されていたという.  
本論文は, 進歩主義時代のアフリカ系アメリカ人女性たちが,歴史的に分断されてきた女性の身体---髪, 





奴隷制時代の服従の象徴であった頭巾から女性の髪を解き放つことで自由, 経済力, 美, を手に入れるこ
とが可能であることを示した. 著者は, 起業家ウォーカーがつくったのはアフリカ系アメリカ人女性の成





































































本論文を, 課程博士学位論文にふさわしい内容であると判断する.  
 
２ 最終試験 
平成３１年１月１４日，人文社会科学研究科学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと，本
論文について著者に説明を求めた後，関連事項について質疑応答を行った．審議の結果，審査委員全員一致
で合格と判定された． 
 
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき，著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める． 
